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村では、451人の職員が福祉や教育、土木、消防など、皆さんの生活に密着した仕事に携わっています。
職員の給与等は、条例･規則などで定められていますが、住民の皆さんに一層のご理解をいただけるよう、
村職員の給与や職員数を公表します。なお詳細は、村公式ホームページでご覧いただけます。

職員の給与と職員数を公表します
●問い合わせ　人事課人事担当（☎282-1711 内線1321）

◆ 給与の状況

【人件費の状況（平成22年度普通会計決算）】
区　分 歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ） 人口（住民基本台帳法に基づく）

平成22年度 17,119,215千円 3,551,251千円 20.7％ 37,842人（平成23年４月１日現在）
平成21年度 19,281,220千円 3,561,222千円 18.5％ 37,405人（平成22年４月１日現在）

【採用者数･退職者数の状況（単位：人／平成22年４月１日～平成23年３月31日）】

区　分 採用者数 退職者数
試験採用 選考採用 再任用 採用者計 定年退職 勧奨退職 普通退職 再任用満了 退職者計

一般行政職員※ 11 0 2 13 4 2 0 2 8
消 防 職 員 2 0 0 2 0 1 1 0 2
教 育 職 員 ※ 9 0 0 9 1 1 2 0 4
企 業 職 員 2 0 1 3 1 0 1 1 3
合 計 24 0 3 27 6 4 4 3 17

※「一般行政職員」「教育職員」には、職種により技能労務職員が含まれます。

【部門別職員数の状況（単位：人／平成23年４月１日現在）】

区　分

一般行政部門 特別行政部門 公営企業等部門
合
　
計

議
　
会

総
　
務

税
　
務

民
　
生

衛
　
生

農
　
水

商
　
工

土
　
木

小
　
計

教
　
育

消
　
防

小
　
計

病
　
院

水
　
道

下
水
道

そ
の
他 
※

小
　
計

職
員
数

平成23年度 4 84 20 75 36 13 1 28 261 84 55 139 1 11 11 28 51 451
平成22年度 4 83 20 70 33 14 2 29 255 86 55 141 1 11 11 29 52 448

差　引 0 1 0 5 3 ▲1 ▲1 ▲1 6 ▲2 ０ ▲2 0 0 ０ ▲1 ▲1 3
※「その他」は国民健康保険事業、老人保健事業、土地区画整理事業、介護保険事業に係る職員数。

【職員の初任給の状況（平成23年４月１日現在）】
区　分 一般行政職員 消防職員 教育職員 技能労務職員

大学卒 172,200円 187,500円 172,200円

高校卒 140,100円 158,100円 152,800円
（短大卒） 137,200円

【特別職の報酬等の状況（平成23年４月１日現在）】
区　分 給料月額 区　分 報酬月額
村　長 850,000円 議　長 430,000円
副村長 658,000円 副議長 388,000円
教育長 616,000円 議　員 367,000円

【職員の平均給料月額等の状況（平成23年４月１日現在）】
区　分 一般行政職員 消防職員 教育職員 技能労務職員

平均給与月額
平均給料月額（Ａ） 312,900円 321,000円 289,500円 278,500円
平均職員手当月額（Ｂ） ※ 99,700円 73,700円 26,500円 26,100円
合計（Ａ＋Ｂ） 412,600円 394,700円 316,000円 304,600円

平均期末･勤勉手当年額 1,353,300円 1,385,300円 1,066,600円 1,123,400円
平均年齢 41.3歳 39.3歳 39.7歳 49.7歳

※「平均職員手当月額」に期末･勤勉手当は含まない。

【職員手当の状況（平成23年４月１日現在）】

区　分 支給割合
期末手当 勤勉手当

期末手当
勤勉手当

６月期 1.225月分 0.675月分
12月期 1.375月分 0.675月分
合 計 2.6月分 1.35月分

区　分 支給割合
自己都合 勧奨･定年

退職手当

勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続30年 41.50月分 50.70月分
最高限度 59.28月分 59.28月分

◆ 職員数の状況
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平成24年１月22日（日）は東海村議会議員一般選挙の投票日

●
東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内 

☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
１
３
）

選
挙
の
お
知
ら
せ

▼
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
の
手
続
き

①「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
申
請

　
　

村
選
挙
管
理
委
員
会（
役
場
行
政
棟
３
階
）備
え

付
け
ま
た
は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た「
郵
便
等
投
票
証
明
書
交
付
申
請
書
」に

本
人
が
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、身
体
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
ま
た
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を

添
え
て
、
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
後
日「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」を
郵
送
し
ま
す
。

証
明
書
は
、
有
効
期
間
内
に
行
わ
れ
る
他
の
選
挙
で

投
票
用
紙
等
を
請
求
す
る
際
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

②
投
票
用
紙
の
請
求

　
　

投
票
日
が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、「
投
票
用
紙

請
求
書
」を
郵
送
し
ま
す
。
平
成
24
年
１
月
18
日

（
水
）ま
で
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」を
添
え
て
、
村
選
挙
管
理
委
員
会

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
投
票
期
間	

平
成
24
年
１
月
18
日（
水
）か
ら
21
日

（
土
）ま
で

●
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

●
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

●
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方

▼
そ
の
他 
対
象
者
の
う
ち
、
上
肢
ま
た
は
視
覚

に
障
が
い
が
あ
る
方（
身
体
障
害
者
手
帳
に
障
が

い
の
程
度
が
１
級
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
障
が
い
の

程
度
が
特
別
項
症
、
第
１
項
症
、
第
２
項
症
と
記

載
の
方
、
県
知
事
が
こ
れ
ら
の
障
が
い
の
程
度
に

該
当
す
る
と
証
明
し
た
方
）は
、
あ
ら
か
じ
め「
代

理
記
載
人
」（
選
挙
権
を
有
す
る
方
）を
届
け
出
る

こ
と
で
、
代
筆
に
よ
り
投
票
で
き
ま
す
。

要
介
護
状
態
区
分

要
介
護
５

告
示
日（
立
候
補
届
出
受
付
日
）

▼
期
日	

平
成
24
年
１
月
17
日（
火
）

▼
時
間	

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
場
所	

原
子
力
視
察
研
修
室（
役
場
行
政
棟
５
階
）

投
票
日

▼
期
日	

平
成
24
年
１
月
22
日（
日
）

▼
時
間	

午
前
７
時
～
午
後
８
時

▼
場
所	

村
内
14
か
所
の
投
票
所

障
が
い
等
の
記
載
内
容

障
が
い
の
程
度

特
別

項
症
第
１

項
症
第
２

項
症
第
３

項
症

両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い

○

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、

肝
臓
の
障
が
い

○

○

○

○

※
こ
の
ほ
か
、
両
下
肢
等
の
障
が
い
の
程
度
が
こ
れ

ら
の
障
が
い
の
程
度
に
該
当
す
る
こ
と
を
県
知
事
が

書
面
に
よ
り
証
明
し
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
」は
、
身
体
に

重
度
の
障
が
い
な
ど
が
あ
り
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と

が
難
し
い
方
が
自
宅
等
か
ら
郵
送
で
投
票
で
き
る
制

度
で
す
。

▼
対
　
　
象 

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
選
挙
権
を
有

す
る
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方

「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

立
候
補
予
定
者･
出
納
責
任
者
予
定
者
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

村
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
立
候
補
の
届
け
出
や

選
挙
運
動
費
用
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
や
出
納
責
任
者
に
な
る

予
定
の
方
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
　
　
日 

12
月
15
日（
木
）

▼
時
　
　
間 

立
候
補
予
定
者
説
明
会
…
午
前
９
時

30
分
～　

出
納
責
任
者
予
定
者
説
明
会
…
午
後
１

時
30
分
～

▼
場
　
　
所 

原
子
力
視
察
研
修
室（
役
場
行
政
棟

５
階
）

　

東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
東
海
村
議
会
議

員
一
般
選
挙
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は「
立

候
補
予
定
者･
出
納
責
任
者
予
定
者
の
説
明
会
」と「
郵

便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
」に
つ
い
て
で
す
。

障
が
い
等
の
記
載
内
容

障
が
い
の
程
度

１
級

２
級

３
級

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能

の
障
が
い

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
が
い

○

○

免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い

○

○

○
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東
海
村
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
で
は
、「
東
海
村
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
」を
策
定
し
、
地
球
温
暖
化

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
計
画
の
進
行
管
理
に
当
た
っ
て
、
村
内
の
ど
こ
か
ら
ど
の
く
ら
い
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ

て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
た
め
、
平
成
17
年
度
か
ら
毎
年
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
一
般
家
庭（
４
９
２
世
帯･

全
世
帯
の
３･

４
％
）と
事
業
者（
74
事
業
所･

全
事
業
所
の
５･

９
％
）の
皆

さ
ん
に
調
査
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
平
成
17
年
度（
基
準
年
）と
比
較
し
て
、

22･

２
％
削
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主体別･排出源別二酸化炭素排出割合（平成22年度）

東
海
村
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
態
調
査
の
結
果

●問い合わせ　環境政策課環境計画推進室（☎282-1711 内線1453･1454）

万トン－二酸化炭素／年

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

■ 家庭部門　■ 事業者部門　■ 行政部門

　

家
庭
部
門
の
自
動
車
の
利
用
に

よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
大
き

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
に
努
め
る
な
ど
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
抑
制
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

二酸化炭素排出量の推移と削減目標

　

役
場
庁
舎
を
は
じ
め
公
共
施
設
の
電
気
使
用
量

は
、
こ
の
夏（
６
月
～
９
月
）、
施
設
利
用
者
と

役
場
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
節
電
対
策
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
対
前
年
比
98
万
６
１
０
３
キ
ロ

ワ
ッ
ト
減（
18･

６
％
減
）、
電
気
料
金
比
較
で
は

２
２
５
４
万
２
３
１
５
円
の
減（
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

=

22･

８
６
円
で
計
算
）と
な
り
、
目
標
の
電
気
使

用
量
15
％
削
減
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
電
気
使
用
量
15
％
削
減
を
目
標
に

節
電
対
策
を
実
施
し
ま
す
。
施
設
利
用
者
の
皆
さ

ま
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
役
場
庁
舎
の

　
主
な
取
り
組
み

　

▼
正
午
の
一
斉
消

灯（
１
階
を
除
く
）

▼
エ
ア
コ
ン
の
設

定
温
度
を
19
度
と

し
原
則
午
前
10
時

ま
で
と
す
る
▼
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
稼

動
は
１
基
の
み
と

す
る
▼
ト
イ
レ
の

暖
房
便
座
の
電
源

を
切
る
―
―
な
ど

使用電力量の削減状況

平成22年
（kwｈ）

平成23年
（kwｈ）

実削減量
（kwｈ）

削減量
（％）

６月 1,174,925 990,066 ▲184,859 ▲15.7
７月 1,306,620 1,081,465 ▲225,155 ▲17.2
８月 1,396,715 1,084,591 ▲312,124 ▲22.3
９月 1,415,613 1,151,648 ▲263,965 ▲18.6
合計 5,293,873 4,307,770 ▲986,103 ▲18.6

節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

内円…主体別排出割合
外円…排出源別排出割合

夏
に
引
き
続
き

基準年比
マイナス10％

自動車
22.7％

電気
14.2％

灯油
6.7％

ＬＰＧ
4.1％

電気
21.5％

自動車
９.0％

可燃ごみ
9.2％

灯油 3.9％
LPG 1.0％

家庭
56.9％

事業者
39.2％

行政
3.9％

二酸化炭素排出量
198,755トン

可燃ごみ 3.5％

重油 0.3％ 電気 3.2％
その他 0.7％

▲3.0%
▲6.6% ▲8.7%

▲20.9% ▲22.2%

23年度
【目標】

現
在
の
と
こ
ろ
目
標
を
大
き
く
達
成

基準年

4 ●



　村では、植物の持つ遮光性や蒸散効果などを利用した自
然の涼しさで空調電力を抑制し、二酸化炭素排出量を削減
することを目的に「緑のカーテンのまちづくりコンテスト」
を実施しました。
　今回が初めてとなるコンテストですが、458件の参加
申し込みがあり、応募作品数は252点にも上りました。
応募いただいた作品は、さまざまな品種や形等があり、
皆さん、緑のカーテンの育成を楽しみつつ夏を過ごした
ようです。
　10月28日、「東海村地球温暖化対策地域協議会 進行管
理部会」が応募作品の審査を厳正に行い、各部の受賞作
品が選出されましたので紹介します。

受賞作品発表

幅４m×高さ２m 幅13m×高さ5.6m 幅5.5m×高さ3.5m 幅5m×高さ3m

幅4.2m×高さ2.52m 幅3.6m×高さ4.5m 幅7m×高さ4m 幅5.4m×高さ4m

【一般の部】優秀賞

緑のカーテンのまちづくりコンテスト

受賞理由…①部屋の明るさを保ち、圧迫感
をなくすために入り口を設けた点 ②幅７ｍ
×高さ６ｍという大きな面積を確保した点

【一般の部】最優秀賞（笹沼英文さん）
幅7m×高さ６m

【事業者の部】優秀賞（第二幸の実園）【コミセンの部】優秀賞（中丸） 【単位自治会の部】優秀賞（百塚区）

幅100m×高さ3.5m 幅18m×高さ3m 幅3.6m×高さ3m

「東海村地球温暖化対策地域協議会　進行管理部会」とは

　東海村地球温暖化対策地域協議会は、村の地球温暖化対
策の推進を総括的に行うことを目的に、平成18年６月に
設置されました。構成部会の一つ、「進行管理部会」は、地

球温暖化対策の根幹となる計画を
進行管理するとともに、効果的な
対策を立案するための統括的な役
割を果たす部会です。
※写真は審査時の様子です。

11月24日に表彰式を行いました！ 審査員
紹介

■問い合わせ 環境政策課環境計画推進室（☎282-1711 内線1453･1454）

一般の部の最優秀賞受賞者には、電動ア
シスト自転車が贈られました。
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●●何気ないことも
７月２２日、姉妹都市交流会館で村長アワーが行われました。これは、
東海村に住む、外国籍の人 と々村長が直接対話し、さまざまな意見
を出してもらおうと、東海村国際交流センター（会長･小林健介さん）
が企画したもの。午前中の部には、日本に来て５年のベトナムの方や、
中国の方と村長が対話し「医者にかかるとき、どのように痛いか」と聞
かれ、「ずきずき」や「しくしく」などの表現が分からないことやアメリカ
の公園での工夫などを提案するなどしました。会場は終始和やかな
雰囲気で、時には笑いながら、東海村での生活について話ました。
村上村長は「提案は、同世代の日本人の考えていることと似ているよ
うだった。」と話し、よりよい東海村を目指していきたいと話しました。

●●特別支援教育者の充実を目指して 
11月１日、「いばらき教育の日」推進大会において、東海南中学
校教諭の宮本絹子さん（石神外宿）が「ティーチャー オブ ティー
チャーズ」の称号を授与されました。これは、他の教員の模範と
なる優秀な教員として県から毎年５人に贈られるもの。宮本さん
は、主に特別支援学級を担当し、生徒全員が真剣に学ぶことの
できる学習環境づくりに尽力してきました。「特別支援は教育の
原点」と話し、個に応じた指導方法を考え、他の教員と協力して
その体制づくりにも取り組んできた宮本さん――地域の幼稚園、
保育所（園）や小中学校と連携してさらなる支援体制づくりを目指
すなど、これからの特別支援教育において、活躍が期待されます。

●「まずは相談を！」母子寡婦家庭の支援のために活動
10月27日、全国の母子寡婦福祉指導者等が一堂に会して行われ
る「平成23年度全国母子寡婦福祉研修大会」の研修討議において、
関東ブロック代表として発表をした境洋子さん（石神外宿）が村長
を訪問しました。境さんは県に働き掛けて「母子家庭等就業自立セ
ンター」を設立するなど、母子寡婦への就労のフォロー体制を整え
てきた実績から、県でも初の発表者として大役を果たしました。「社
会保障の問題等さまざまありますが、子どもは社会で育てるとい
う意識が必要」と話す境さん――「何よりお母さんたちに伝えたい
のは相談してほしいということです」と、支援策や情報を得るため
にも“孤立しない･させない”ことが課題であることを述べました。

●東海村文化祭 2011
11月２日から６日にかけて、東海文化
センターと総合体育館で「東海村文化
祭2011」が開催されました。東海文化
センターではダンスや音楽などの発表
が行われたほか、総合体育館では書道
や生け花などの作品や文化活動の成果
を報告したパネル等が展示され、子ど
もから大人までさまざまな文化活動に
親しむことができたようです。
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● ●「ごはんにしよう！」は過酷な状況を乗り切るキーワード

● ●“地域力”は“防災力”にもつながります

11月16日、東海村文化講演会が開催され、映画「南極料理人」の原作者･西
村淳さんによる講演が行われました。西村さんは、地球上最も過酷といわ
れる土地での越冬経験を、笑いを誘う語りで紹介するとともに、南極観測
隊の料理人として、隊員の「食べたい」に応えて作った工夫料理を紹介しま
した。「料理は笑顔と少しのごまかし」と話す料理は、限られた食材をアレ
ンジした本物顔負けの味であるとともに、見た目も“そっくり”。食べられな
いと思っていた懐かしい料理を食べられる喜びと、その手間や工夫を皆で
笑い合う食卓が、厳しい環境での生活の中でとても重要なことを感じさせ
ました。「ごはんにしよう！」は、どんな状況にあっても人を楽しませ、人と
人をつなげることのできる“料理”の魅力が含まれた言葉でもあるようです。

質疑に応える志賀さん（左）と土屋さん（右）

11月20日、東海村研究交流プラザで「平成23年度まちづくりフォー
ラム」が開催されました。「地域力と防災力を高めよう！」をテーマに、
日立市日高学区市民自治会会長の志賀勝弘さんは、震災時に地域
住民から多くの協力を得られたことを日頃のコミュニティー活動の
成果があってのことと振り返ったほか、龍ヶ崎市浅間ヶ浦自治会顧
問･自主防災会副会長兼技術顧問の土屋義郎さんは皆で訓練する
ことにより防災意識の高まりだけでなく、コミュニケーションを深
める役割になっていると話しました。住民同士の連携が大切であ
ることを実感した東日本大震災――２自治会の報告から、地域力
を高める努力が防災力にもつながっていくことを感じさせました。

●秋の叙勲で｢瑞宝単光章」受章おめでとうございます
11月３日付で、平成23年秋の叙勲等が発令されました。村内では、
小川一男さん（舟石川･元東海村消防団団長）が、多年にわたり消防業
務に精励し、消防の発展に貢献してきた功績から「瑞宝単光章」を受
章しました。昭和25年３月に、石神村消防団に入団した小川さんは、
昭和47年３月に退団するまで自治体消防のため努力してきました。消
防経験が豊富であること、地域住民の信望も厚いことから、昭和55
年に再び消防団の世界へ――約34年、消防団のために心血を注ぎま
した。今回の受章に当たり、小川さんは「本業である農業の傍ら団長
としての責任を果たすには、家族の支えなしではできなかった」など、
当時を振り返り、家族への感謝の気持ちを話してくれました。

●身近にある“みどり”に目を向けて…
11月19日、役場で「東海村みどりのワークショップ」が開催され
ました。これは、「東海村緑の基本計画」に基づき、村民･事業
者･行政との協働でみどりのまちづくりを具体化していくため
のもの。これまでの緑地保全活動を振り返ったり、緑地の現状
を確認したり、村全体の地形模型に、“東海十二景”をはじめ、
新川に遡

そ じ ょ う

上するサケ、押延溜周辺にある里山景観、サワギキョ
ウの群落など、参加者それぞれが気に入っている場所などを示
したりしました。“共にみどりを守り･活かし･育て･伝える”とい
う考え方を参加者と共有し、みどりの保全と活用に向けた取り
組みをスタートさせました。 ※13ページに関連記事があります。
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災害に
関する
お知らせ
～東北地方太平洋沖地震
関連のお知らせ～

茨城県弁護士会による「原発事
故被害者救済センター」を開設
　福島第一原子力発電所の事故で被
害に遭った方が適正な賠償を受けら
れるように弁護士を紹介する「原発
事故被害者救済センター」を開設し
ました。
■対　　象 個人･事業者を問わず、

福島第一原子力発電所の事故によ
り損害を受けた方（他県からの避
難者も含む）

■相談内容 ▼原子力損害賠償に関
する相談（３回まで無料）▼東京電
力に対する損害賠償請求の代理

（有料） ▼紛争解決センターへの
和解仲介の申し立ての代理（有料）
▼原子力損害賠償支援機構に対す
る仮払請求の代理（有料）

■紹介窓口 ☎222-7072（土･日曜日、
祝日を除く午前10時～午後３時）

■相談までの流れ ①紹介窓口への
問い合わせを受け、当センターが
担当弁護士に連絡します。②担当
弁護士から連絡がありますので相
談日時を決めてください。③予約
した相談日時に担当弁護士の事務
所で相談をお受けします。

■問い合わせ 茨城県弁護士会（☎
221-3501）

　国民健康保険制度（国保）は、万が一の病気
やけがのときに、安心して医療が受けられる
ように、保険税を皆で出し合って医療費に充
てることで、相互に助け合う医療保険制度で
す。被保険者の皆さんに国民健康保険の制度
をお伝えするため、今号から「国保だより」を
お届けします。今回は平成22年度国保特別
会計の決算状況についてお知らせします。
●2年連続で赤字決算

　平成22年度の歳入合計は、26億9,031万2
千円で前年度比5,734万3千円の減となりま
した。歳入のうち、皆さんに納めていただ
いている国民健康保険税は5億949万４千円
で、前年度比2,323万4千円の減となってい
ます。
　一方、歳出合計は28億622万９千円で、
前年度比3,175万8千円の増となりました。
主な歳出は、保険給付費（自己負担を除く医
療費）が19億636万8千円で、前年度比7,443
万6千円の増となっています。
　 歳 入 歳 出 差 引 額 は、 平 成22年 度 で1億
1,591万７千円の赤字、平成21年度は2,681
万６千円の赤字と２年連続の赤字です。赤字

の要因は、保険給付費が著しく伸びたことや
保険税収入が低下していることなどによるも
のですが、非常に苦しい会計運営に陥ってい
ます。村国保の厳しい財政状況をご理解いた
だき、今後の国保財政の立て直しにご協力を
お願いします。

その① 平成22年度の決算状況

国保だより
保健年金課国保年金担当（☎282-1711 内線1133）

●平成22年度国保特別会計決算状況

科目 22年度
（千円）

21年度
（千円）

増減率
（％）

　

　

　

歳

入

国民健康
保険税 509,494 532,728 ▲4.4

国県
支出金等 1,778,109 1,778,554 0.0

一般会計
繰入金 384,976 300,000 28.3

その他
収入 17,733 136,373 ▲87.0

小計 2,690,312 2,747,655 ▲2.1

　

　

　

歳

出

保険給付費 1,906,367 1,831,932 4.1

後期高齢者
支援金等 780,163 810,300 ▲3.7

保健事業費 34,857 36,379 ▲4.2

その他
支出 84,842 95,860 ▲11.5

小計 2,806,229 2,774,471 1.1

歳入歳出差引額 ▲115,917 ▲26,816
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国
民
年
金

だ 
よ 
り

今
回
は
、お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ 

す
で
に
支
払
い
済
み
の
保
険
料
を
、
震
災
特
例
免

除
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
返
金
し
て
も
ら
う
こ

と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ 

原
則
と
し
て
、
す
で
に
納
付
さ
れ
た
保
険
料
は
返

金
さ
れ
ま
せ
ん
。
す
で
に
納
付
さ
れ
た
保
険
料
に
つ

い
て
は
、将
来
受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

Ｑ 

す
で
に
一
部
免
除･

納
付
猶
予
が
認
め
ら
れ
て
い

る
場
合
で
も
、
震
災
特
例
全
額
免
除
を
申
請
し
直
す

こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ 

可
能
で
す
。
被
災
に
よ
り
家
屋
や
家
財
に
お
お
む

ね
２
分
の
１
以
上
の
損
害
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
全
額
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
免
除
適

用
期
間
は
平
成
23
年
２
月
分
か
ら
平
成
24
年
６
月
分

ま
で
で
す（
申
請
期
限
は
平
成
24
年
３
月
末
）。

Ｑ 

申
請
者
本
人
の
持
ち
物
で
は
な
く
配
偶
者
や
世
帯

主
名
義
の
家
屋
や
家
財
に
２
分
の
１
以
上
の
損
害
が

生
じ
て
い
る
場
合
で
も
、
震
災
特
例
免
除
を
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ 

可
能
で
す
。
震
災
特
例
免
除
は
、
被
保
険
者
本
人･

配
偶
者･

世
帯
主
い
ず
れ
か
が
所
有
す
る
財
産
等
に
つ

い
て
、
お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上
の
損
害
が
生
じ
た

場
合
、
申
請
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）、
水
戸
北
年
金
事
務
所
国
民
年
金
業
務
課

（
☎
231
局
２
３
８
１
）、保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎

282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

震
災
特
例
免
除
制
度

に
つ
い
て

Ｐ Ａ Ｒ Ｔ . 114

会
の
後
援
を
受
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
季
節
外
れ
の
台
風
に
よ
り
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
し
ま
い
、
大
変
残
念
な
思
い
を
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
参
加･

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

多
く
の
青
少
年
関
連
団
体
の
皆
さ
ん
も
同
じ
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。“
今
年
こ
そ
は
”と
い
う
強
い
意

気
込
み
が
、
夏
か
ら
始
動
し
た
実
行
委
員
会
で
も

強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
の「
東
海
や
っ
た
ん
祭
」

で
最
も
印
象
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
村
内
中
学
校

か
ら
志
願
し
た
19
人
の“
中
学
生
ス
タ
ッ
フ
”た
ち

の
大
活
躍
ぶ
り
で
す
。

「
東
海
や
っ
た
ん
祭
」の
運
営
は
、
本
部
の
手
と

な
り
足
と
な
る
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
が
も
の
を
い
い

ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
今
年
の
中
学
生
ス
タ
ッ
フ

は
非
常
に
よ
く
動
い
て
く
れ
ま
し
た
。
会
場
で
使

用
す
る
看
板
の
製
作
に
始
ま
り
、
当
日
は
昼
食
を

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
時
間
が
な
い
中
で
も
不
平
を
漏

ら
す
こ
と
も
な
く
、
本
部
の
指
示
に
従
っ
て
走
り

回
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
祭
り
の
後
の
、
猛
烈
な
雨

の
中
で
の
会
場
の
後
片
付
け
作
業
に
お
い
て
も
、

大
人
で
も
嫌
が
る
で
あ
ろ
う
過
酷
な
作
業
を
黙
々

と
最
後
ま
で
続
け
て
く
れ
た
そ
の
姿
勢
に
は
頭
が

下
が
る
思
い
で
し
た
。

中
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
は「
東
海
や
っ
た
ん
祭
」で
の

得
難
い
経
験
を
今
後
に
生
か
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い

で
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
見
た
来
場
者
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
彼
ら
の
後
に
続
く
こ
と
を
願
い
、今
後
も「
東

海
や
っ
た
ん
祭
」を
支
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

少年育成
体 験 記青日

立
市
生
ま
れ
の
私
が
東
海
村
と
縁
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
、
お
よ
そ
10
年
が
た
ち
ま
し
た
。
私

は
青
少
年
の
た
め
の
お
祭
り
で
あ
る「
東
海
や
っ

た
ん
祭
」に
10
年
前
の
当
時
か
ら
深
い
関
わ
り
が

あ
り
、
村
の
数
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
格
別
の

思
い
入
れ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と「
東
海
や
っ
た
ん
祭
」は
東
海
村
青

年
会
が
主
体
と
な
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
開
催
に

至
る
ま
で
の
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
、「
東
海

や
っ
た
ん
祭
」は
当
時
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意

に
よ
っ
て
誕
生
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

の「
東
海
や
っ
た
ん
祭
」を
継
続
し
て
い
く
こ
と
は

我
々
の
大
切
な
役
割
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し

た
。
今
回
で
28
回
目
を
迎
え
た「
東
海
や
っ
た
ん

祭
」、
今
年
は「
い
ば
ら
き
教
育
の
日
」推
進
協
議

指導者からのメッセージ

「東海やったん祭」副実行委員長を務めて
土
は ぶ つ

生都　英
ひ で き

樹

※右が今回のエッセイスト

舟石川東海やったん祭副実行委員長
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こんにちは！
村立東海病院です

いよいよ師走の時期になりました。東日本大震災の影響で、今もさまざまな地域で復
興作業が進められています。現在は平常運営に戻った当院ですが、建物の修繕等におい
ては震災による爪痕がまだ残っている状況です。今回は、このような状況下でも変わりなく患者さんの“看
護と介護”にあたっているスタッフを中心に、一般･療養それぞれの病棟を紹介します。

一般病棟（３階･40床）
当病棟は、一般混合病棟（主に内科、整形外科、外科）です。内科では、急性期から慢性期までのさ

まざまな段階の患者さん、整形外科では交通外傷や転倒等で手術が必要な患者さん、外科では消化器
疾患やそけいヘルニアの手術が必要な患者さん等が入院しています。また、近隣の大きな病院から亜
急性期、リハビリを目的とした患者さんの受け入れを行っており、病院理念である“地域社会に貢献す
ること”を目指し、地域医療の充実に向けて取り組んでいます。

看護体制は１人の患者さんに１人の看護師が入院から退院まで責任
を持って担当するプライマリーナーシングというシステムを導入して
います。患者さん一人ひとりのニーズや期待に応えられる安心･安楽･
安全な医療看護を提供しています。看護スタッフは、患者さんやご家
族の立場を尊重し、思いやりのある看護の提供のために日々努力して
います。入院中、お困りのことがあれば何でもご相談ください。

スタッフ一同、やりがいのある職場で誇りを持って働いています。
地域の皆さんに愛され、信頼していただけるよう頑張っています！

療養病棟（２階･40床）
手術後のリハビリを目的とする方や、終末期の方など、さまざまな患者さんが入院しています。認

知症を伴う高齢の患者さんも多くいますので、転倒や誤
ご え ん

嚥防止等に配慮した安楽･安全な看護を提供し
ています。また終末期の患者さんに対しては、最期の場として、患者さんがより自分らしく尊厳を保
ちつつ、ご家族との大切な時間を有意義に過ごせるようにお手伝いしています。

看護師と介護福祉士が共に協力し合い、入院から退院までの計画を立案し、患者さんの生活リズムを
整え、ＡＤＬ（日常生活における動作）の向上を目指しています。ま
た、在宅や施設への退院準備では、今後必要とされるケアについて、
地域のケアマネージャーやスタッフに引き継ぐなど橋渡しの役目も
果たしています。

書き初めや七夕など季節の行事を開催したり、作業療法士の協力
を得て食堂やリハビリ室にて毎週レクリエーションを行うなど、患
者さんにとって楽しみのある療養生活になるようお手伝いしていま
す。また勉強会を企画するなど、患者さんが安心して笑顔で療養で
きるよう、スタッフ一丸となって日々努力しています。

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

より良い入院生活を送っていただくために

忙しい年末ですが、体調管理にも十分注意して過ごしましょう。今月号からこのコーナーでは、
当院人間ドックのオプション検査内容を紹介します。

【胸部ＣＴ検査】
当院では、最新鋭の64マルチスライスＣＴ装置を導入しています。

この装置を用いて、肺がんをはじめとする肺の病気を発見するため
に検査を行います。検査所要時間は約５分、費用は13,650円です。
ご希望の方は、人間ドックの申込時に申し出てください。
●問い合わせ　村立東海病院健診直通（☎282-2614）

健診室からのお知らせ
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お
り
、
病
状
が
安
定
し
て
い
る

方 

※
主
治
医
か
ら
デ
イ
ケ
ア
通

所
の
了
解
を
得
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

調
理
実
習
、
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ

ラ
オ
ケ
、
書
道
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、

工
場
見
学
、
散
策
な
ど

◆
費
用

無
料 

※
施
設
入
場
料
な
ど
を
一
部
負
担
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
利
用
ま
で
の
流
れ

①
な
ご
み
に
相
談
…
電
話
ま
た
は
お
越
し
の
上
、
デ
イ

ケ
ア
を
利
用
し
た
い
旨
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

②
デ
イ
ケ
ア
の
見
学･

体
験
…
実
際
の
様
子
を
見
学
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
一
緒
に
体
験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

③
利
用
申
請
…
デ
イ
ケ
ア
を
利
用
す
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す

◆
期
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝
日
を
除
く
）

◆
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
費
用

無
料

◆
そ
の
他

電
話
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

最
近
、
会
社
を
定
年
退
職
し
た

こ
と
を
契
機
に
、
野
菜
や
花
を
栽
培

す
る
方
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

家
庭
菜
園
は
、
食
べ
た
い
と
思
う
作

物
を
自
ら
が
手
塩
に
か
け
て
育
て

て
、
安
全･

安
心
で
新
鮮
な
野
菜
を

収
穫
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。
し

か
し
、
い
ざ
自
分
で
栽
培
し
て
み
る

と
思
っ
た
よ
り
も
難
し
く
、
店
頭
に

並
ぶ
よ
う
な
立
派
な
も
の
は
、
見
よ

う
見
ま
ね
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い

の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

村
で
は
、
無
料
で
有
機
農
業
実

践
塾
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
50
歳

以
上
で
会
社
等
を
退
職
し
農
業
に

専
念
で
き
、
受
講
終
了
後
は
直
売
所
で
の
販
売
を
希
望
す

る
方
が
対
象
で
す
。
有
機
栽
培
の
専
門
指
導
者
が
、
理
論

と
実
践
の
両
面
か
ら
無
農
薬･

無
化
学
肥
料
栽
培
の
基
礎
か

ら
伝
授
し
、
受
講
生
が
有
機
栽
培
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

１
年
目
に
栽
培
の
基
礎
、
２
年
目
は
多
品
目
の
栽
培
、

３
年
目
に
は
直
売
所
出
荷
を
目
指
し
て
高
品
質
の
野
菜
を

栽
培
す
る
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
好

き
な
も
の
を
自
由
に
作
れ
る
農
地
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

と
、
農
作
業
用
の
小
型
機
械
や
虫
よ
け
ネ
ッ
ト
等
の
簡
単
な

資
材
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
種
や
苗
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
が
、
収
穫
物
は
全
て
自
分
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
７
人
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。“
直
売
所
マ
イ

ス
タ
ー
”を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ 

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）

定 年 就 農 者 を 募 集 し て い ま す

vol.29

菜 園 ナ ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル

42

な
ご
み
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、「
精
神
障
が
い
者

デ
イ
ケ
ア
事
業
」に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

●「
精
神
障
が
い
者
デ
イ
ケ
ア
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す

最
近
、
働
き
盛
り
の
方
を
中
心
に
、
仕
事
や
生
活
に

対
す
る
不
安
や
悩
み
、ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
起
こ
る「
こ

こ
ろ
の
病
」に
か
か
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
な
ご
み

で
は
、う
つ
病
や
統
合
失
調
症
な
ど
の
方
に
対
し
て「
精

神
障
が
い
者
デ
イ
ケ
ア
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

精
神
障
が
い
者
の
多
く
の
方
が
、
仕
事
、
対
人
関
係

な
ど
日
常
生
活
の
面
に
お
い
て
、
生
活
の
し
づ
ら
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
デ
イ
ケ
ア
で
は
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を

行
う
中
で
、
日
常
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
な
が
ら
、
社

会
生
活
に
必
要
な
ル
ー
ル
や
対
応
を
身
に
付
け
、
生
活

上
の
問
題
に
対
応
で
き
る
能
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
仲

間
と
共
に
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

●
参
加
者
の
声

「
外
に
出
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
友
達
も
で
き
ま
し

た
。
家
に
い
る
と
き
は
何
も
や
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

デ
イ
ケ
ア
で
お
料
理
を
覚
え
ま
し
た
」（
50
代
女
性
）

「
デ
イ
ケ
ア
に
来
る
よ
う
に
な
り
、
仲
間
が
で
き
ま

し
た
。毎
週
参
加
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
」（
20
代
男
性
）

●「
精
神
障
が
い
者
デ
イ
ケ
ア
事
業
」の
内
容

◆
活
動
日
時

毎
週
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
対
象
と
な
る
方

精
神
科
や
心
療
内
科
へ
の
通
院･

治
療
を
継
続
し
て
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ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ ■場　　　所 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ 東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

ギ

ャ

ラ

リ

ー

Ａ

【
俳　

句
】

セ
シ
ウ
ム
と
い
う
悪
し
き
も
の
北
駆
け
る

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

す
ゝ
き
の
穂
風
に
か
が
や
き
秋
深
し

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

紫
陽
花
の
花
鮮
や
か
に
返
り
咲
き

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

ブ
ナ
の
樹
に
熊
の
爪
あ
と
草
紅
葉

東　

海　

佐
藤　

と
よ

本
震
の
記
憶
の
余
震
肌
寒
し

村　

松　

松
本　

正
勝

暮
れ
な
ず
む
渡
良
瀬
川
に
紅
葉
舞
う

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

大
小
の
芋
見
て
楽
し
さ
つ
ま
掘
り

外　

宿　

西
山　

純
一

気
ま
ぐ
れ
な
風
に
戸
惑
う
落
ち
葉
か
な

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

紅
葉
狩
り
神
の
御
心
滝
の
白

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

敏
江

小
春
日
の
夫
の
一
歩
の
重
さ
か
な

緑
ヶ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

み
ち
の
く
の
大だ

い
ひ悲
の
日
差
し
冬
桜

豊　

白　

小
林　

久
男

秋
深
し
見
頃
の
紅
葉
去こ

ぞ年
今
年

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

國
男

霜
の
庭
皇
帝
ダ
リ
ア
満
ち
て
咲
く

船　

場　

畑　
　

耕
太

【
短　

歌
】

吾
亦
紅
妻
と
し
み
じ
み
聴
き
な
が
ら
亡
き

父
母
を
静
か
に
偲
ぶ村　

松　

高
橋　

正
弘

取
入
れ
の
終
り
し
畑
の
静
も
り
て
入
り
日

の
あ
か
く
立
冬
の
来
る

船　

場　

舛
井
庫
之
助

三
太
像
背
に
し
て
撮
り
し
湯
の
帰
り
友
ら

笑
顔
に
写
り
し
は
良
し

須
和
間　

柴
山　

靖
子

熟
れ
し
柿
ひ
と
つ
残
せ
る
柿
の
木
に
あ
さ

つ
ゆ
の
な
か
鳥
の
啄
む

内　

宿　

村
上　

文
江

足
も
と
に
ふ
と
目
に
止
ま
る
に
ら
の
花
紫

あ
わ
く
花
火
の
如
し外　

宿　

小
林
美
代
子

う
っ
す
ら
と
雲
間
に
浮
ぶ
赤
城
山
紅
葉
に

む
せ
ぶ
伊
香
保
の
山
路

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

幾
重
に
も
雲
を
染
め
な
す
夕
焼
け
は
秋
の

淋
し
さ
残
し
消
え
ゆ
く

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

寝
苦
し
き
朝
に
目
覚
め
て
戸
を
開
け
し
萩

は
涼
し
き
風
を
く
れ
し
が

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

山
畑
で
作
り
し
藷い

も

の
紅
あ
ず
ま
仮
設
で
暮

す
従
兄
弟
へ
送
る

南　

台　

根
本
内
俊
男

紅
葉
の
ま
ぶ
し
き
ま
で
の
谷
川
岳
八
十
路

を
す
ぎ
て
た
の
し
く
旅
す

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

帰
り
来
る
子
等
を
待
ち
つ
つ
朝
早
く
厨く

り
や

に

握
る
お
萩
の
香
る

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

束
の
間
の
賑
は
ひ
過
ぎ
て
孫
ら
去
り
夫
婦

の
会
話
少
な
く
な
り
し

村　

松　

桜
井　

秀
子

Ｗａｔｅｒ　Ｃｏｌｏｒ　Ｕｓ４＋２　 ～進化する手習い～

河 野 弘 写 真 展

期間 12月11日（日）～ 17日(土)
時間 午前10時～午後７時（最終日は午後３時閉館）

水彩画の手習いを始めて10年目を迎えた４人（関昭
二さん、神田英雄さん、坂本早苗さん、鈴木久子さん）
と講師２人（金子陽之助さん、宇野彰さん）による初の
グループ展です。身近な画材の可能性と６人の個性を
お楽しみください。11日(日)と14日(水)には会場に
て水彩画体験ワークショップも開催されます。

期間 平成24年１月８日(日) ～ 14日(土)
時間 午前９時30分～午後７時（最終日は午後３時閉館）

河野弘さん（舟石川駅東在住･茨城写真連盟理事）の
３回目の個展。今回は、公募展（二科展･県展等）出品
作６組と組み写真13組の展示を通して、“時の流れや
情景の思い”を表現します。作品から何かを感じ取っ
ていただければ幸いです。
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お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

平成 23 年 11 月１日現在（前月比）
世帯数 14,446 世帯 （＋ 14）
総人口 37,852 人　 （＋ 39）

●人口と世帯数●

実施日時 第１・３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※

【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等

【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等

【社会福祉課】保育所の手続き、子ども
手当･児童扶養手当の申請等

【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い

【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）

【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●12月の休日診療●

診療時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

11日（日）茨城東病院 282-1151
18日（日）村立東海病院 282-2188
23日（金）東原クリニック 283-2301
25日（日）村立東海病院 282-2188
30日（金）尾形クリニック 282-4781
31日（土）尾形クリニック 282-4781
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）

●12月の納付●

納期限 12月26日（月）･27日（火）

納付
種別

国民健康保険税（第６期分）
後期高齢者医療保険料（第６期分）
介護保険料（第５期分）
里川堰土地改良区費（第４期分）※

※里川堰土地改良区費のみ１２月２６日となります。

暮
ら
し

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い

　

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
建
物

を
、
平
成
23
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
24
年

１
月
１
日
ま
で
に
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

平
成
24
年
度
以
降
の
固
定
資
産
税
は
課
税

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
適
正
な
課
税
を
す

る
た
め
、
現
地
確
認
等
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
12
月
28
日（
水
）ま
で

に
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

平
成
24
年
１
月
以
降
の
連
絡
の
場
合
は
、

取
り
壊
し
日
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

税
務
課
資
産
税
担
当（
内
線
１
１
１
２
）

市
町
村
職
員
を
か
た
る「
還
付
金

等
詐
欺
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

隣
接
市
で
、
市
の
職
員
を
名
乗
り
、
医

療
費
の
還
付
金
手
続
き
が
行
え
る
と
Ａ
Ｔ

Ｍ
へ
誘
導
し
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
詐

欺
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
全
国
で
も
同

様
の
手
口
の「
還
付
金
等
詐
欺
」が
多
発
し

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。な
お
、

市
町
村
の
職
員
が
、
還

付
金
等
の
受
け
取
り
手

続
き
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
不
審
だ
と
感
じ
る
電
話
等
が

あ
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

水
戸
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重
債
務
に

陥
っ
て
し
ま
っ
た
方
か
ら
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
状
況
を
伺
い
、
債
務
の
整
理

方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
必
要
に
応
じ
法

律
の
専
門
家
へ
の
引
き
継
ぎ
も
行
い
ま

す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

期
日
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝
日
、

12
月
29
日（
木
）
～
平
成
24
年
１
月
３

日（
火
）を
除
く
）

多
重
債
務
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す

「
東
海
村
み
ど
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催

　

村
で
は
、
み
ど
り
の
保
全
と
活
用
に

つ
い
て
考
え
る｢

東
海
村

み
ど
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
12
月
18
日（
日
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
４
時

集
合
場
所
▼
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方

内
容
▼
前
谷
津
地
区
周
辺
を
歩
き
、
美
し
い

景
色
が
見
え
る
場
所
な
ど
を
探
し
ま
す
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

東
海
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

０
８
５
８
）

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

水
戸
財
務
事
務
所
多
重
債
務
相
談
窓
口

（
多
重
債
務
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
221

局
３
１
９
０
）

参
加
費
▼
無
料

都
市
政
策
課
緑
化
推
進
担
当（
内
線

１
２
４
３
）※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
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し
た
。
こ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
、
村
母
子
寡

婦
福
祉
会
が
、
村
内
在
住
で
平
成
24
年

４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
母
子･

父
子
家
庭

（
ひ
と
り
親
家
庭
）を
対

象
に
配
布
し
ま
す
。

・

12
月
26
日（
月
）ま
で（
土･

日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
、
社
会
福
祉
課
こ
ど
も

室（
内
線
１
１
８
５
）へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
※
▽
申
し
込
み
時
に
、
①
住
所

②
氏
名（
保
護
者･

児
童
）③
電
話
番
号

④
ラ
ン
ド
セ
ル
の
希
望
色（
赤
ま
た
は

黒
）⑤
児
童
の
性
別･

生
年
月
日
―
―
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
▽
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

期
日
▼
平
成
24
年
１
月
16
日（
月
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時 

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
で
思
春
期
の
子
ど
も
が

い
る
保
護
者
な
ど

定
員
▼
50
人
程
度

演
題
▼｢

思
春
期
の
子
育
て
の
コ
ツ
～
親

と
子
が
幸
せ
に
な
る
Ｘ
と
Ｙ
の
法
則
～
」

講
師
▼
田
村
節
子
さ
ん（
臨
床
心
理
士
）

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・

平
成
24
年
１
月
６
日（
金
）ま
で

（
土･

日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日

（
木
）
～
平
成
24
年
１
月
３
日（
火
）を

除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
育
て

「
家
族
介
護
者
交
流
会
」を
開
催

　

常
時
在
宅
で
家
族
を
介
護
し
て
い
る

方
々
で
集
ま
り
、
懇
談
な
ど
を
通
し
て
交

流
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
平
成
24
年
１
月
16
日（
月
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所
▼
ガ
ラ
ス
工
房
シ
リ
カ
、
魚
の
宿
ま

る
み
つ（
い
ず
れ
も
北
茨
城
市
）

対
象
▼
要
介
護
２
以
上
、
ま
た
は
▽
身
体

障
害
者
手
帳
１
級･

２
級
▽
療
育
手
帳

の
総
合
判
定
Ⓐ･

Ａ
▽
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
―
―
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

村
内
在
住
の
方

　

村
で
は
、
今
年
度
実
施
し
た
住
民
検
診

等
を
受
診
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
▼
平
成
24
年
１
月
19
日（
木
）･20
日（
金
）

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
、
午

後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
等
▼

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
特
定
健
診
、
高
齢
者
健
診

を
受
診
し
て
い
な
い
方
も
受
診
可
能
で

す
。
▽「
大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
」の
利
用
も
可
能
で
す
。

・
「
健
康
診
査
調
査
票
」等
で
申
し
込

み
を
し
て
い
な
い
方
や
最
近
転
入
し
た

方
で
、
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
平
成

24
年
１
月
13
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜

住
民
検
診
の
未
受
診
者
検
診
を

実
施
し
ま
す

検
診
名

対

象

結
核･

肺
が
ん

検
診

40
歳
以
上
の
方（
65
歳
以
上

の
方
は
結
核
検
診
を
含
む
）

前
立
腺
が
ん

検
診

50
歳
以
上
80
歳
未
満
の
男
性

大
腸
が
ん

検
診

40
歳
以
上
の
方

肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査

18
歳
以
上
で
村
の
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方

生
活
習
慣
病

予
防
健
診

18
歳
以
上
40
歳
未
満
の
方

健
康･

医
療

日
、
祝
日
、
12
月
29
日（
木
）
～
平
成

24
年
１
月
３
日（
火
）を
除
く
）の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
、
保
健

セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

村
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
な
ど
と
協
力

し
て
、
献
血
バ
ス
に
よ
る
献
血
を
実
施
し

ま
す
。
病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必
要

と
す
る
方
の
尊
い
生
命
を
救
う
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
▼
12
月
22
日（
木
）

時
間
▼
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
午
後
０
時
15
分
～
１
時
30
分
を
除
く
）

場
所
▼
イ
オ
ン
東
海
店

持
参
す
る
も
の
▼
①
自
動
車
運
転
免
許
証

等
の
身
分
を
証
す
る
も
の（
初
め
て
献

血
を
す
る
方
と
過
去
の
献
血
で
本
人
確

認
が
済
ん
で
い
な
い
方
の
み
）②
献
血

手
帳･

献
血
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

福
祉

　

匿
名
の
方
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
の
寄
付
が

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
に
あ
り
ま

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
に
ラ
ン

ド
セ
ル
を
差
し
上
げ
ま
す

定
員
▼
先
着
30
人

参
加
費
▼
無
料

・

12
月
28
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
な
ご
み･

総
合

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２
５
２
５
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

日
立
市
●
ヒ
タ
チ 

ス
タ
ー
ラ
イ
ト 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
１

　

高
さ
16
メ
ー
ト
ル
の
天
然
モ
ミ
の
木
に

よ
る
メ
イ
ン
ツ
リ
ー
を
中
心
に
、
３
６
０

そ
の
他

期
日
▼
平
成
24
年
１
月
14
日
か
ら
２
月
５

日
ま
で
の
毎
週
土･

日
曜
日（
全
８
回
）

時
間
▼
午
前
11
時
～
午
後
１
時

場
所
▼
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
ま
た
は
村

テ
ニ
ス
連
盟
登
録
者（
同
居
家
族
を
含

む
）で
中
学
生
以
上
の
方

定
員
▼
40
人 

※
人
数
を
調
整
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

参
加
費
▼
３
０
０
０
円
／
人

村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、平
成
24
年
１
月
８
日（
日
）ま
で（
月

曜
日
、
12
月
28
日

（
水
）
～
平
成
24
年

１
月
３
日（
火
）を
除

く
）に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

岸
本
克
己
さ
ん（
東
海
村
テ
ニ
ス
連

盟
事
務
局 

☎
０
９
０
‐
７
４
２
１
‐

４
６
７
９
）

初･

中
級
者
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催

し
ま
す

　

県
内
在
住
で
世
界
的
に
も
有
名
な
オ

カ
リ
ナ
奏
者･

宗
次
郎
の
ス
テ
ー
ジ
に
、

二に

こ胡
奏
者･

チ
ェ
ン
ミ
ン
を
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
に
迎
え
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
オ

カ
リ
ナ
と
二
胡
が
奏
で
る
癒
し
の
音
色
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
平
成
24
年
２
月
８
日（
水
）

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
開
演

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
２
０
０
０
円
／
人（
全
席
指
定
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他
▼
保
育
サ
ー
ビ
ス（
１
０
０
０
円

／
人
）を
ご
希
望
の
方
は
、
平
成
24
年

２
月
１
日（
水
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

・

12
月
17
日（
土
）の
午
前
９
時
か

ら
、
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

８
５
１
１
）で
入
場
券
を
発
売
し
ま
す

（
整
理
券
を
配
布
す
る
場
合
あ
り
）。
残

券
が
あ
っ
た
場
合
の
み
、
同
日･

午
後

１
時
か
ら
電
話
予
約
を
受
け
付
け
ま

す
。
※
発
売
初
日
の
購
入
は
１
人
４
枚

ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
１

｢

宗
次
郎
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催チェンミン

　

県
で
は
、「
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
」

（
仕
事
と
生
活（
家
事･

介
護･

育
児
、
趣
味

｢

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
」を

推
進
す
る
企
業
を
応
援
し
ま
す

大
洗
町
●
大
洗
マ
ラ
ソ
ン「
サ
ン

ビ
ー
チ･

マ
イ
ル
レ
ー
ス
」

　

大
洗
の
潮
風
を
受
け
な
が
ら
、
砂
浜
な

ど
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
を

駆
け
抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
平
成
24
年
２
月
５
日（
日
）

場
所
▼
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

種
目
・
対
象
▼
①
親
子
の
部（
小
学
３
年

生
以
下
の
親
子
） 

②
小
学
の
部（
小
学
４

～
６
年
生
） 

③
中
学
の
部（
中
学
生
） 

④

高
校
の
部（
高
校
生
） 

⑤
壮
年
の
部（
40

歳
以
上
の
方
） 

⑥
一
般
の
部（
①
～
④
以

外
の
方
）※
40
歳
以
上
の
方
は
、
一
般

の
部
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
費
▼
無
料

・

大
洗
町
生
涯
学
習
課（
☎
267
局

０
２
３
０ 

 http://w
w

w
.tow

n.oarai.
lg.jp/

）備
え
付
け
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
平
成
24
年
１
月
23

日（
月
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

度
に
広
が
る
約
10
万
個
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
輝
き
ま
す
。
希
望
の
光
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
12
月
25
日（
日
）ま
で

時
間
▼
午
後
５
時
～
９
時（
土･

日
曜
日
は

午
後
10
時
ま
で
）

場
所
▼
日
立
新
都
市
広
場（
Ｊ
Ｒ
日
立
駅
前
）

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー（
☎

０
２
９
４
‐
２
４
‐
７
７
１
１ 

http://w
w

w
.civic.jp/hsi2

0
1

1
/

index.htm

）

や
自
己
啓
発
な
ど
仕
事
以
外
の
時
間
）の

調
和
が
と
れ
て
い
て
ど
ち
ら
も
充
実
し
て

い
る
こ
と
）を
推
進
す
る
企
業
を
応
援
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
労

働
政
策
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
計
画
】

　

企
業
が
、「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
計

画
」を
届
け
出
た
場
合
に
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
企
業
名
と
取
り
組
み
内
容
を
紹

介
し
ま
す
の
で
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
県
の
建
設
工
事

の
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
作
成
の
際
、
加

点
項
目（
主
観
項
目
）と
し
て
取
り
扱
わ
れ

ま
す（
平
成
23･

24
年
度
資
格
者
名
簿
分
）。

【
仕
事
と
生
活
の
調
和
支
援
奨
励
金
制
度
】

　

県
で
は
、
育
児･

介
護
休
業
法
が
努
力
義
務

と
し
て
い
る
休
業
制
度
や
短
時
間
勤
務
制
度

等
を
導
入
し
、
実
際
に
制
度
を
３
か
月
以
上

利
用
し
た
従
業
員
が
い
た
場
合
に
、
中
小
企

業
主
に
対
し
て
奨
励
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

【

】

　

茨
城
県
労
働
政
策
課（
☎
301
局
３
６
３
５ 

http://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

bukyoku/syoukou/rosei/

）

宗次郎
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発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

大
富
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い　
12
月
10
日
号
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優ゆ

う

な菜（
２
歳
）は
、
出
産
予
定
日
よ
り

１
週
間
早
く
、
元
気
な
産
声
を
上
げ
ま

し
た
。
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
な
か
な
か
母
乳
が
出
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
子
育
て

を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
不
安

に
な
り
ま
し
た
。
優
菜
の
思
い
ど
お
り

に
母
乳
を
飲
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

２
人
で
泣
い
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
様
子
を
見
て
夫
は
、
励
ま
し
て
く
れ

た
り
、
育
児
本
を
買
っ
て
き
て
一
緒
に

読
ん
で
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
夫
婦
で

試
行
錯
誤
の
日
々
を
過
ご
し
た
こ
と
を

今
で
は
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

子
育
て
に
不
安
な
時
期
、
村
の
新
生

児
訪
問
指
導
で
、
何
度
か
助
産
師
に
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
優
菜
の
体
重
測

定
な
ど
成
長
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
い

た
り
、
私
の
ケ
ア
を
し
て
も
ら
っ
た
り

し
て
い
る
う
ち
に
、
子
育
て
へ
の
不
安

や
悩
み
が
少
し
ず
つ
解
消
さ
れ
て
い

き
、
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
助
産
師
の
方
に
は
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ま
た
、
そ
の
頃
か
ら
、
長
堀
す
こ
や

か
ハ
ウ
ス
へ
た
び
た
び
遊
び
に
行
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
消
極
的

で
お
と
な
し
い
子
を
装
っ
て
い
た
の

か
、
私
か
ら
一
切
離
れ
な
か
っ
た
優
菜

も
、
今
で
は
活
発
に
友
達
と
遊
ぶ
よ
う

に
な
り
、私
が
振
り
回
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
先
生
や
お
母
さ
ん
た

ち
と
子
育
て
の
悩
み
な
ど
を
話
し
、
精

神
的
に
と
て
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
私
が
高
熱
で
病
院
へ
行
く
時

に
、優
菜
を
一
時
保
育
に
預
け
ま
し
た
。

散
歩
や
買
い
物
な
ど
、
初
め
て
の
場
所

は
抱
っ
こ
し
て
い
な
い
と
泣
い
て
し
ま

う“
甘
え
ん
坊
”だ
と
思
っ
て
い
た
の
で

心
配
で
し
た
。
し
か
し
、
迎
え
に
行
っ

た
時
に
担
当
者
か
ら
、
泣
く
こ
と
も
な

く
、
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ん
で
い
た
こ

と
を
聞
か
さ
れ
、
優
菜
の
成
長
ぶ
り
に

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
優
菜
を

見
て
、も
っ
と
私
も
外
に
目
を
向
け
て
、

い
ま
与
え
ら
れ
て
い
る
環
境
を
存
分
に

活
用
し
な
が
ら
、
子
育
て
を
し
な
け
れ

ば
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

時
々
、
優
菜
が
食
事
中
や
何
気
な
い

生
活
の
中
で
発
す
る「
あ
り
が
と
う
マ

マ
」、「
マ
マ
上
手
ね
」―
―
な
ど
の
言
葉

に
お
だ
て
ら
れ
、
教
え
ら
れ
な
が
ら
、

私
た
ち
家
族
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
人

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
多
く

の
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、
み
ん

な
で
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

髙た

か

は

し橋

千ち

え恵
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村民の叡智が生きるまちづくり

Contents ［12月の主な話題］
●職員の給与と職員数を公表します………２

●選挙のお知らせ………３

立候補予定者･出納責任者予定者の
説明会を開催ほか
●東海村二酸化炭素排出量実態調査の結果………４

基準年と比較して22.2％削減
●緑のカーテンのまちづくりコンテスト
　受賞作品発表………５

252点の応募の中から選出されました
●国民健康保険制度をお伝えします………８

新連載スタート 「国保だより」
●災害に関するお知らせ………８

茨城県弁護士会による
「原発事故被害者救済センター」を開設
●いんふぉめーしょん………13

市町村職員をかたる｢還付金等詐欺」に
ご注意くださいほか
●わが家の子育て奮戦記………16

［豊白］髙橋千恵さん･優菜ちゃん

撮影地／姉妹都市交流会館（東海三丁目）
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夢は…。“スイーツデコ作家”“犬を飼う”
村松小学校６年●小

お そ の え

薗江春
は る か

花
　私の夢は２つあります。
　１つ目は作家になることです。何の作家かというと

“スイーツデコ作家”です。
　スイーツデコというのは、紙粘土で、本物みたいに
スイーツ（お菓子）を作ってデコレーション（飾り付け）
をすることです。スイーツにもさまざまな美しさがあ
ります。スイーツデコを通して、多くの人にその美し
さを分かってもらえたらいいなと思います。だから、
私はスイーツの美を伝えられる作家になりたいです。
　２つ目の夢は“犬を飼う”ことです。私は犬を育てた
ことがあります。その経験を生かして、犬と気持ちが
分かり合えるような人になりたいと思います。犬を飼
うということは、その命を預かるということです。も
し、犬を飼う夢がかなったら、責任を持って育てたい
と思います。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-129

ちびっこ
美術館

●
ちゃん久

く ぼ

保諒
あ き の

乃
いろいろな思い出

　ちょうちんにいろいろな絵を描いて
くれた諒乃ちゃん（６歳）。海の絵は遠
くに住むおばあちゃんの家での思い出
――お手伝いもしたそうで、「お布団
を畳んだの！ あとハンバーグも作っ
たよ！」とにこにこ話してくれました。

村　松
保育所


